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社会的孤立・孤独とは

社会的孤立 =  
　　　他者との物理的・社会的つながりが欠如した客観的状態 

孤独 = 
             望ましい人間関係の量や質と現実とのギャップから生じる主観的感情

人に囲まれていても孤独を感じる場合もあれば，孤立していても孤独を感じない場合もある。 

両者は必ずしも一致しないが，孤立が長期化することで孤独感が高まるなど密接な関係にある。



社会的孤立と孤独における健康的リスク

「孤独は現代における最も深刻な伝染病である」 
-孤独な人は早死にするリスクが50％高まる。 
-1日15本のタバコを吸い、アルコール依存症になるのと同じ。 
-運動しないよりも高く、肥満の2倍。 
-冠状動脈性心臓病のリスクを29％、心臓発作のリスクを32％高める。 
-孤独な人はそうでない人に比べ、認知機能が20％速い速度で低下する。 



「個人の問題」から「公衆衛生上の課題」へ

初のWHOレポート(2025.6.30) 
215ページ



誰もが社会的孤立・孤独の当事者になりえる

[1] https://jpn.pioneer/ja/corp/group/pioneerwelfareservice/mainbusiness/welfare/

ライフイベント 
の例 [1]

想定以上の環境変化 + 想像すらしていなかった環境変化

新しいコミュニティへの出会いを 
継続して支援することが必要

身体・心の変化に 
周囲が無理解

相談できる居場所が 
ないことに気づく

孤独

孤独 退職により 
職場コミュニティと 

疎遠に
引っ越しや子供の独立による 
家庭・周辺コミュニティの変化

孤立

孤立

     「帰属するコミュニティの数が少なく(≒低い多様性)、増えない」状態 
     「帰属するコミュニティとのつながりが徐々に弱まる」状態 リスク



Always Sometimes Occasionally Almost no Never

年代別孤独感 (内閣府調査 2023)



社会的孤立・孤独予防の難しさ

• 国民の約3分の1が孤立・孤独予備軍の可能性
内閣府・孤独・孤立の実態把握に関する全国調査（令和5年実施） 

https://www.cao.go.jp/kodoku_koritsu/torikumi/zenkokuchousa/r5.html

①  マスな層（≒4000万人）にアプローチ可能としつつ、 
②  個々人にはオーダーメイド的な介入が望ましいという、 
相反する要求を同時に満たす必要性

• 孤立や孤独の経験には個人差が大きく、普遍的な介入法を同定することは容易でない（浦 2024）

AmPlatea
プロジェクト

の目標



これまでの取り組み概要

メカニズム理解 社会像の描出 予防へのアプローチ

全戸アンケート調査の実施

神奈川県大磯町全戸（約13000戸）オンライン or 紙回答

大磯町の現状、課題ヒアリング

東光院 西部地域包括 
ケアセンター

かたつむりの家

大磯病院 民生・児童委員 大磯町役場

「知援力」「活援力」を 
高められる社会

知援力:いかなる支援があるかを知るチカラ
活援力:そうした支援を活用していくチカラ

患者をエンパワーしていく地域やコミュニティ
の活動や仕組みが、実は各地域にいくつもある 

「社会的処方」への橋渡し
「医療における患者のチカラ  
孤独・孤立を予防する 
コミュニティ」 
細田満和子 
2025年4月出版

「モティリティ」の支援と 
豊かな「予期空間」の醸成

「社会的孤立・孤独と 
モビリティ」 
米澤 拓郎 

社会福祉研究第154号

人と人をつなぐモビリティ政策では、「移動の
効率化」だけではなく「移動の意味や楽しさを
人々に予期させる文化的 ・ 社会的仕掛け」が必
要となる

モティリティ: 移動を可能にする「資本」 
           (アクセス・能力・解釈/取り込み)
予期空間: 未来の移動を想像・計画する過程

技術と社会的ケアの統合

2025
年12

月 

発行予
定

興味、思考、行動の幅
知的好奇心尺度  [西川ら2015],  [BIG5尺度][日本語版TIPI-J ]など

交通手段、外出状況 など合計30問

約2500件の 
回答。 
分析を開始。

体組成計を活用した地域活動
マッチングシステム

ヘルスコミュニケーションウィーク2024  
最優秀ポスター発表賞

SFC Open Research Forum 2024

コミュニティ・コンパス

コンセプトの整理・拡張 
知財出願（海外出願も準備中）

日常の導線のなかで、 
地域コミュニティへの自然な気づきを

大阪・関西万博 京都ユースクリニック連携

連携協定締結 豊島区長 記者会見

東京都 豊島区 新保健所への導入が決定 
(名称：としまコミュニティ・コンパス）

孤独・孤立感
日本語版UCLA孤独感尺度（第３版）短縮版[豊島・佐藤2021] など



興味、思考、行動の幅 知的好奇心尺度  [西川ら2015],  [BIG5尺度][日本語版TIPI-J ]など
交通手段、外出状況

孤独・孤立感 日本語版UCLA孤独感尺度（第３版）短縮版[豊島・佐藤2021] など

など合計30問

神奈川県大磯町における全戸(約13000戸）、１８歳以上を 
対象としたアンケート調査を実施 

(2025年7月中旬より配布～８月31日締切) 

約2500の回答を収集（内訳：オンライン回答1136, 紙郵送回答1345） 





※ データの偏りと信頼性について
年齢区分 実際の人口比率(人数） 

(R6.1.1時点)
アンケート 

回答比率（人数）
誤差の範囲 
(最大誤差) データの信頼性評価

18~30歳未満 9.7%(2601) 2%(49) ± 14.0% 低い (参考値レベル)
30-39歳 8.7%(2330) 3.8%(93) ± 10.2% やや低い(大まかな傾向のみ)
40-49歳 15.6%(4180) 9.3%(229) ± 6.5% 普通 (実用レベル)
50-59歳 18.3%(4916) 13.6%(334) ± 5.4% 高い
60-69歳 14.5%(3902) 18.8%(462) ± 4.6% 高い
70歳以上 33.1% (8882) 43.2%(1062) ± 3.0% 極めて高い
(無回答) - 9.3%(229) - -
全体 100%(26830) 100%(2458) ± 2.0%
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⾼麗（⼤磯地区）
東町（⼤磯地区）
⼤磯（⼤磯地区）
東⼩磯（⼤磯地区）
⻄⼩磯（⼤磯地区）
国府本郷（国府地区）
国府新宿（国府地区）

⽉京（国府地区）
⽣沢（国府地区）
寺坂（国府地区）
⾍窪（国府地区）
⿊岩（国府地区）
⻄久保（国府地区）
⽯神台（国府地区）
その他・わからない

無回答

居住地区別⼈数

居住地区詳細

回答数=2458



年代別総合外出
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

30歳未満

30‒39歳

40‒49歳

50‒59歳

60‒69歳

70歳以上

毎⽇・ほぼ毎⽇ 週４,５回 週３回 週２回 週１回 ⽉数回程度 ⽉１回以下 無回答回答数=2458
（有効回答数=2228）

回答数=1061

回答数=461

回答数=335

回答数=229

回答数＝93

回答数=49

問11 あなたは⽇頃どのくらいの頻度で外出しますか（外出⽬的は問いません）

0.9
2.4

3
7.2 13 24.6 48.1 0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

⽉1回以下 ⽉数回程度 週1回 週2回 週3回 週4〜5回 毎⽇・ほぼ毎⽇ 無回答

回答者の⽅の外出頻度は「毎⽇・ほぼ毎⽇」が48.1％と最も多く、
続いて「週4〜5回」が24.6％, 「週3回」が13％で定期的に外出する⼈の割合が⾼いことが分かります。
⼀⽅で「⽉1回以下」は0.9％と少なく、多くの住⺠が⽐較的⾼い頻度で外出していることがわかります。

回答数=2458



「日常外出」…… 
通勤・通学・通院・買い物など

「交流外出」…… 
人との交流を主な目的

「余暇外出」…… 
趣味や娯楽、散歩や運動などの目的



問15 (問 14)でお答えいただいた「余暇外出」のうち、⽇常的に⾏っている内容を差
し⽀えない範囲で教えてください。

⽇常的に⾏っている余暇外出として23.4％の⽅が散歩と回答。ウォーキングも合わせると31.9％の⽅が健康の為
に歩いている。

余暇外出のうち10名以上の回答があったもの

ウォーキング

散歩



年代別移動範囲
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57
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1.1

1.5

0.6

0.2

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

30歳未満

30‒39歳

40‒49歳

50‒59歳

60‒69歳

70歳以上

⾃治会・町内会の範囲 地区の範囲（⼤磯地区,国府地区） ⼤磯町の全域
⼤磯町を超えた範囲 その他 外出はしない
無回答回答数=2458

（有効回答数=2228）

回答数=1061

回答数=461

回答数=335

回答数=229

回答数＝93

回答数=49

問19 あなたが⽇常的(仕事・通学・通院など)に外出する範囲は、
 次のどれにもっとも近いですか、あてはまる答えをお選びください

2 13.6 13 68.6

0.4

1.4 1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

⾃治会・町内会の範囲 地区の範囲（⼤磯地区・国府地区） ⼤磯町の全域
⼤磯町を超えた範囲 その他 外出はしない
無回答

住⺠の外出範囲をみると、「⼤磯町を超えた範囲」が68.6％と最も多く、
広い⽣活圏を持つ⼈が多いことが分かりました。
⼀⽅で、「地区の範囲」が13.6％、「⼤磯町の全域」が13.0％と⼀定程度おり、
⽐較的狭い範囲で⽣活する⽅もいます。
住⺠の⽅の⽣活スタイルや交通⼿段によって、移動範囲には⼤きな個⼈差があるといえます。

回答数=2458



年代別移動の不満

14.3

25.8

25.3

26.6

26.2

23.7

36.7

32.3

37.1

39.4

42.1

41.6

6.5

9.6

8.1

9.1

7.4

30.6

26.9

21.8

19.7

16.9

19.5

18.4

8.6

6.1

6.3

5

6.5

0.7

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

30歳未満

30‒39歳

40‒49歳

50‒59歳

60‒69歳

70歳以上

全くない あまりない どちらともいえない ややある とてもある 無回答

回答数=1061

回答数=461

回答数=229

回答数=335

回答数＝93

回答数=49

回答数=2458
（有効回答数=2228）

問1７ あなたは⽇々の移動に関して不便・不満な点はありますか
最もあてはまる答えをお選びください

24.8 40.4 7.9 19.5 6.6 0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

％

全くない あまりない どちらともいえない ややある とてもある 無回答

住⺠の⽅の「移動への不満」についてみると、
「全くない」（24.8％）と「あまりない」（40.4％）が合わせて約65％ を占め、多くの住⺠の⽅は⼤きな不満
を抱えていないことがわかります。
⼀⽅で、「ややある」（19.5％）、「とてもある」（6.6％）を合わせると約26％ にのぼり、⼀定数の住⺠の⽅
が移動に不便さや負担を感じている様⼦が読み取れます。
また、「どちらともいえない」は7.9％で、明確な評価に迷う層も存在します。
全体として、不満が少ない層が多数を占める⼀⽅で、4⼈に1⼈程度は移動への課題を感じており、今後の移動
⽀援策を検討する上で重要な指標となりえます。

回答数=2458



地区別移動の不満状況
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20.2

50

41.4

39.4
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8.1

16.5

24.1

5.8

7.5

25

0.7

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

⼤磯地区

国府地区

その他

全くない あまりない どちらともいえない ややある とてもある 無回答

回答者数=4

回答者数=992

回答者数=1447



問18 １つ前の質問（問17）で「ややある」「とてもある」と回答した⽅へ
   差し⽀えない範囲で不便・不満な点を教えてください

住⺠から寄せられた⾃由記述を整理した結果、
移動の不便・不満は⼤きく ５つのカテゴリーに集約されました。

①バスの本数・ダイヤの問題（最も多い）
②駅までの距離・徒歩移動の負担
③⾃家⽤⾞依存による不安
④道路環境の課題（狭い・危険・渋滞）
⑤買い物や⽣活施設へのアクセス難



① バスの本数・ダイヤの問題（最も多い）
多くの住⺠の⽅が、「バスが少ない」「1時間に1本」「終バスが早い」 といった、
バスの運⾏頻度や運⾏時間の短さに強い不便を感じている。
住⺠の⽅の声（例）

• 「バスの本数が少なくとても不便です」
• 「1時間に1本しかないので予定が⽴てづらい」
• 「終バスが早く、夜は帰れなくなる」
• 「電⾞との乗り換えが悪く、待ち時間が⻑くなる」

② 駅までの距離・徒歩移動の負担
特に⾼齢者層で、駅が遠い・坂がある・⽇陰がない といった、
徒歩の負担感 がよく挙がっている。
住⺠の⽅の声（例）

• 「駅まで徒歩15分で、暑い⽇はつらい」
• 「坂が多く、⾜が弱くなると歩けなくなる」
• 「⽇陰がまったくなく、夏は歩くのが厳しい」



③ ⾃家⽤⾞依存による不安
⾞がないと⽣活しづらく、
特に 免許返納後の⽣活不安 を多くの住⺠が感じている。
住⺠の⽅の声（例）

•「⾞を⼿放したら買い物に⾏けなくなるのが不安」
•「免許を返納したので外出がしづらくなった」
•「⾞がないと⾏動範囲が極端に狭くなる」

④ 道路環境の課題（狭い・危険・渋滞）
道路⾃体の問題も多く、狭い・歩道がない・渋滞・⾃転⾞が危険 などの訴えが⾒られる。
住⺠の声（例）

•「道が狭く、⾞のすれ違いが⼤変」
•「歩道がガタガタで歩きづらい」
•「国道の渋滞がひどい」

⑤ 買い物や⽣活施設へのアクセス難
交通の不便さと合わせて、近くに店がない・病院が遠い といった⽣活の困りごとも多い。
住⺠の声（例）
•「徒歩圏内にスーパーがなく不便」
•「病院へ⾏くのに⾞がないと厳しい」
•「買い物は家族に頼らざるを得ない」



住⺠の⽅の多くは バスの本数の少なさと駅までのアクセスの不便さを
中⼼に、⽇常の移動について不満や不安を感じている。
また、⾞に頼らざるを得ない⽣活環境が強く、
「免許返納後の⽣活に不安を感じる」 という⾼齢層の声も多い。
道路の狭さや歩⾏環境の悪さなど、安全⾯の課題 も繰り返し指摘され
ている。

買い物や通院といった基本的な⽣活⾏動にも影響が出ており、
地域として 、⾼齢者の移動⼿段確保 や バス運⾏の改善 を求める声が
広く⾒られる。

移動の不便さの⾃由記述まとめ



社会的孤立・孤独に関する 
アンケート結果 
(問26~30)

LSNSスコア

UCLAスコア

（社会的孤立の尺度）

（孤独の尺度）



年齢別孤⽴×孤独4群
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30歳未満

30‒39歳

40‒49歳

50‒59歳

60‒69歳

70歳以上

⾮孤⽴ × ⾮孤独 ⾮孤⽴ × 孤独 孤⽴ × ⾮孤独 孤⽴ × 孤独
回答者数=2458
（有効回答数=2191）

回答数=1029

回答数=458

回答数=335

回答数=227

回答数=93

回答数=49

｛孤立あり（LSNSスコア<12）なし / 孤独あり(UCLAスコア>5) なし｝



あなたはどの程度、孤独であると感じることがありますか(年代別）

6.1

15.1

20.1

14.6

13.2

12.8

38.8

39.8

37.1

45.4

52.3

55.2

26.5

21.5

23.6

26.9

22.8

21.6

14.3

14

9.6

7.2

8

4.9

14.3

8.6

7.9

5.7

2.8

2.5

1.1

1.7

0.3

0.9

3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

30歳未満

30‒39歳

40‒49歳

50‒59歳

60‒69歳

70歳以上

決してない ほとんどない たまにある ときどきある しばしばある・常にある 無回答回答数=2458
（有効回答数=2228）

回答数=1061

回答数=461

回答数=335

回答数=229

回答数＝93

回答数=49



問20 あなたは困ったときに誰を頼りますか。あてはまるものを全てお答えください

89.1

53.7

21.3

15.9

12.6

12.4

3.7

3.2

1.6

1.5

0 20 40 60 80 100

家族・親族
友⼈・知⼈

病院・診療所の医師

仕事・学校関係者

⾃治会・町内会・近所の⼈

⾏政機関

誰もいない

社会福祉協議会

その他
NPO・⺠間団体

あてはまる％

住⺠の⽅が⽇頃接点を持つ相⼿についてみると、
最も多いのは「家族・親族」（89.1％）で、ほとんどの⽅が家族との関わりを持っています。
次いで「友⼈・知⼈」（53.7％）が半数を超え、⽇常的な交流の相⼿として重要な存在となっています。
⼀⽅で、「⾃治会・近所の⼈」（12.6％）や「⾏政機関」（12.4％）、「仕事・学校関係者」（15.9％）との
つながりは⽐較的少なく、地域内の⼈との接点は限定的であることがわかります。
また「誰もいない」と回答した⼈も3.7％おり、⼀部では⾝近に相談や交流のできる相⼿がいない状況が⾒られました。

回答数=2458



問21 あなたが⾃分の居場所として楽しく⾏っている活動はありますか？
  次の活動から近いものを全てお選びください。

36.8
5.6

3.4
8.5

4.1
1.5

4.8
4.4

46.2
9.1

0 10 20 30 40 50

⽂化・芸術・スポーツ活動などのサークル活動

道路や公園などの清掃活動

交通安全や防災・防犯などの地域の安全活動

祭りや盆踊り・運動会などのイベント

⾼齢者・障がいのある⼈への⽀援などの福祉活動

募⾦活動・寄付活動

⼦ども同⼠や親⼦の交流会・サークルなどの活動

地域の茶の間・サロンなどの活動

特にない

その他

あてはまる%

回答数=2458

地域活動への参加状況を⾒ると、「特にない」（46.2％）と回答した⼈が最も多く、
半数近くの⽅が特定の地域活動には参加していない状況です。
次いで参加が多いのは、*「⽂化・芸術・スポーツなどのサークル活動」（36.8％）で、
趣味や個⼈の楽しみに近い活動には⼀定の参加がみられました。
⼀⽅、「道路や公園の清掃活動」（5.6％）、「地域の安全活動」（3.4％）、「募⾦・寄付活動」（1.5％）など、
地域の共同活動・⽀援活動への参加は全体として低い傾向にあります。
全体として、住⺠が関わりやすいのはサークルなど個⼈軸の活動であり、
地域の共同・⽀え合い活動は参加が限定的であることがわかります。



その他 



年代別居場所増加の希求

6.1

8.6

10

6.3

6.9

7.9

30.6

32.3

24.5

26

27.5

38.2

6.1

24.7

23.1

29.6

26.2

25

44.9

24.7

30.6

30.4

34.3

23.4

10.2

9.7

10

6.3

3.5

2.7

2

0.4

1.2

0.4

0.7

1.3

0.3

1.1

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

30歳未満

30‒39歳

40‒49歳

50‒59歳

60‒69歳

70歳以上

全く思わない あまり思わない
どちらともいえない そう思う
強くそう思う その他（わからない・答えたくない）
無回答

回答数=1061

回答数=461

回答数=335

回答数=229

回答数＝93

回答数=49

回答数=2458
（有効回答数=2228）

問22 ⾃分の居場所と思える場所を増やしたいと思いますか

7.5 31.7 25.4 28.3 4.7

1

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全く思わない あまり思わない
どちらともいえない そう思う
強くそう思う その他（わからない・答えたくない）
無回答

住⺠の⽅の「居場所と増やしたいと思うか」について⾒ると、
「思う（28.3％）」と「強く思う（4.7％）」を合わせて33.0％が、居場所へのニーズを⽰しています。
⼀⽅で、「あまり思わない」（31.7％）と「全く思わない」（7.5％）が39.2％となり、
「必要性を感じない」という回答がやや多い状況です。
また、「どちらともいえない」25.4％が⼀定数存在しており、
居場所の必要性について判断がつかない層も多いことがわかります。

回答数=2458



問23 あなたが地域で⾏われている活動に参加しない（できない）理由
     があれば、次の中から近いものを全てお選びください

34

8

21.2

8

28.8

15.1

11.6

0 5 10 15 20 25 30 35 40

勉学・仕事や育児・家事・介護で忙しい

⾃分が病気がち・体調が優れない

地域で⾏われている活動をあまり知らない

⼀緒に参加してくれる⼈がいない

興味がない

（誘われれば参加してもよいが）誘われない

その他

該当する％

回答数=2458

住⺠の⽅が地域活動に参加しにくい理由をみると、
「勉学・仕事や育児・家事・介護で忙しい」（34.0％） が最も多く、⽇常⽣活の忙しさが⼤きな要因となっていることがわか
ります。次いで、「興味がない」（28.8％）、「地域で⾏われている活動をあまり知らない」（21.2％）と続き、活動そのもの
への関⼼や情報不⾜も参加を妨げる要因となっています。また、「（誘われれば参加してもよいが）誘われない」（15.1％）と
いう声も⼀定数みられ、周囲からの働きかけの不⾜も影響していると考えられます。
⼀⽅、「体調が優れない」（8.0％）、「⼀緒に参加してくれる⼈がいない」（8.0％）といった個⼈的な事情による理由は⽐較
的少数でした。
全体として、活動参加を促すためには、
忙しい⼈でも参加しやすい仕組みづくり、活動情報の丁寧な周知、誘い合える関係づくり が重要であることが⽰唆されます。



問23あなたが地域で⾏われている活動に参加しない（できない）理由

回答数=254

どうやって⼊っていけばいいかわからない
過去に参加したからもういい
開催場所への移動が難しい
活動と予定が合わない
既に参加している
現在の⽇常⽣活に満⾜しているから
交流したくないため
⾼齢者には無理
他の趣味等に時間を使いたいから
知ってる活動には興味がわかない
地域外の活動をしているから
特定の⼈だけが参加するイメージがあるから
反りが合わない
不在がちだから
役を任されると煩わしいから

「その他」の理由



AmPlateaプロジェクトのアプローチ



交通手段・移動体(モビリティ）だけの問題ではない -  
人と人をつなぐために重要なのは、
『動きうる力（モティリティ）』と、出会いを予感させるような『予期空間』

40

移動のための環境や条件（＝モビリティ＋モティリティ）と、個人がその移動を
未来へと投影し想像する力（＝予期空間）とが相互に補完しあう社会を目指す

モティリティ ＝ 個人または集団が移動するための「能力」および「可能性」

Vincent Kaufmann / Sociologist

アクセス： 外的条件。すなわち、自身が利用可能な物理的および経済的なリソース（資源）のこと。
スキル： 内的能力。利用可能なリソースを活用するために必要となる、自身が保有する能力のこと。
アプロプリエーション： 利用可能なアクセスとスキルを行使しようとする意志や欲求のこと。

予期空間 ＝ 個人が物理的に移動を実行する「前」に、地図・メディ
ア・レビューなどを通じて、将来の移動を想像し計画するプロセス。 John Urry / Sociologist



地域の潜在的な”つながるチカラ”を掘り起こす

自治体で行われている既存のコミュニティ活動/イベントに着目し、その潜在的な力を引き出す
• 住民の方々の力を借り、持続可能かつ他地域でも展開可能な活動にする

１）コミュニティの掘り起こし ２）アクセシビリティの向上

オフラインの場作り

オンラインの場作り

３）情報の届け方と意識・行動変容

サービス・モビリティの 
活用

・「軒先」までやってくる情報 
・サービス利用に連動したコミュニティ推薦



コミュニティ・コンパス

日常の導線の中でコミュニティ
の存在を意識できる仕掛け

なぜ日常の導線？ → マス層へアプローチするため
オーダーメイド的な対応は？

→ AIを活用し、その人にあった情報を提供
コミュニティ情報, 関連情報

「予期空間」の醸成

産
官

学
民

システム開発・運用
データ連携・活用 ビジネスモデル構築

サービスの場の提供

活動の場・居場所の提供

情報提供と相互支援

参加と行動変容 サポート人材の育成

国・地域戦略への組み込み
実証実験の場と制度の提供
公的サービスとの連携インフラ整備

コミュニティ・コンパスの
社会実装モデル

理論的基盤の提供と検証
効果検証とメカニズム解明 人材育成

産官学民連携の推進

の場合



https://www.youtube.com/watch?v=VIA3Qqqj5V8


コミュニティ・コンパス 
（体組成計version）

体組成計でからだを測ると 

→  が印刷される



コミュニティ・コンパス 
（POS端末連携 version）

お店で品物を購入すると 
→  がレシートに印刷される





社会実装へ向けた具体的な道筋  【豊島区 新保健所への常設準備（2026年5月～）】

産

官
学

民コミュニティ・コンパスの
社会実装モデル

連携協定締結

場の提供
新保健所
「わたしメンテラボ」

コミュニティ
情報提供
&連絡の窓口

区内サークル情報 
（293の「募集中」サークル）

関連情報の提供
「12の散歩コース」

推薦文や内容等の調整・リーガルチェック

コンソーシアム
活動

プロトタイピング&トライアル

学術的な知見の蓄積と検証
こころ祭(10月)、ふくし祭（12月）

一般社団法人やNPOとの連携

関連情報の提供

区民からのフィードバック

マンガ250作品選書リストと推薦文
常設に耐えるシステム開発と保守運用
持続可能なビジネスモデル構築

起業準備中

2025年8月



Graduate Program for Lifestyle Revolution based on Transdisciplinary Mobility Innovation

人を移動する 
モビリティ

サービスを移動する 
モビリティ

移動スーパー 移動図書館

キッチンカー

move to the mobility
（人が）モビリティに移動する

✓  人と人の新しいつながりの形 
✓  「点」で「面」をカバーする 
→社会的孤立・孤独予防に繋げる

自家用車

電車 バス

move by the mobility

（人が）モビリティで移動する 

自転車

人を繋げるモビリティ



サービス・モビリティ+コミュニティ・コンパス 
(近づいてくる+人が集まる）

新しいコミュニティ、居場所が自然と広がっていく社会モデル

地域 
コミュニティ

地域 
コミュニティ 地域 

コミュニティ

地域 
コミュニティ

地域 
コミュニティ



まとめ、今後の計画

• コミュニティコンパスにより、オーダーメイドで つながりの「予期空間」の醸成 
• 社会実装への道筋に光。起業なども通じ「本気」の全国展開を目指す。 

• サービスモビリティとの連携による「モビリティ」「モティリティ」の向上 
• 全戸アンケート調査で見えてきた「移動」の課題にも対応。点を面に。

①  マスな層（≒4000万人）にアプローチ可能としつつ、 
②  個々人にはオーダーメイド的な介入が望ましいという、 
相反する要求を同時に満たす必要性


